




































































































(学位論文審査の結果の斉旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のこと。 )
β-アドレナT)ン受容体阻事典であるプロプラノロールは心筋虚血再再読儀容に対して保渡作
用を芳醇する.すなわち、実験的研究では、冠動脈績魚によって作製した虚血心筋を繍染解除
により再津擁すると、細胞内酵寮の冠血統中へ逸脱がおこり、その丑はプロプラノロールの虚
血齢投与により減少することが報告されている。しかし、この冠血流中の逸脱酵素を計測する
方法では、プロプラノロールが、冠動脈閉塞時に発生する虚血髄事、もしくは血流再開時に発
生する再潜流儀容のいずれに対して保護効果を発揮するのか、評価が困難であった。
本研究は、ラットの拍動下左塞心筋にマイクロダイアリシス絵を適用して、冠動脈閉塞時と
解除時の心筋透析液ミオグロビン濃度を連続的に罷免し、以下の点を明らかにした。
1.プロプラノロ-ルは心筋の虚血傷審および再港流佑事の同者に対して保護効果を有する。
2.プt=プラノロールの虚血傷事に対する保護効果は、主にβ-アドレナリン受容体阻音作月を
介するエネルギー滑費飾約効果による。
3.プロプラノロールの再帝穂佑審抑制効果は虚血傷寧抑制効果と異なり、抗酸化作用や細胞
膜安定化作用の関与が示唆される。　　　　　　　　　　　　　　、
本独文は、プロプラノロールの持つ心筋虚血・再蒋流儀事に対する保護効果のメカニズムに
ついて新しい知見を与えたものであり、最終韓験として翰文内容に関連した試問を受け合格し
串ので、博士(医判の単位翰文に催するものと罷められた.
(総字数599字)
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